
フ
な
外
に
か
げ
の
あ
る
、
こ
れ
が
非
常
に

好
き
な
ん
で
す
。（
略
）（
※
４
）

今
回
、
改
装
中
の
内
部
に
入
る
機
会
を

得
た
。
外
装
の
タ
イ
ル
が
内
部
の
ホ
ー
ル

の
壁
面
も
飾
っ
て
い
る
。
タ
イ
ル
に
触
れ

て
み
た
。
手
焼
き
で
テ
ラ
コ
ッ
タ
の
よ
う

な
ざ
ら
ざ
ら
し
た
手
触
り
と
色
、
ポ
ー
ラ

ス
な
質
感
が
と
て
も
新
鮮
だ
っ
た
。
外
か

ら
見
て
い
た
と
き
は
、
少
し
固
く
感
じ
ら

れ
た
建
物
が
柔
ら
か
く
、
親
し
み
の
あ
る

も
の
に
感
じ
ら
れ
た
。
マ
テ
リ
ア
ル
を
通

し
て
、
村
野
の
建
物
に
対
す
る
想
い
が
伝

わ
っ
て
く
る
。

村
野
の
建
築
が
近
年
、
再
評
価
さ
れ
る

機
運
に
あ
る
。
展
覧
会
（
※
５
）
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
（
※
６
）
も
開
か
れ
て
い
る
。

近
代
と
い
う
も
の
を
じ
っ
く
り
振
り
返
る

こ
と
が
で
き
る
、
こ
の
時
代
に
村
野
の
建

築
が
時
代
を
振
り
返
る
道
し
る
べ
に
な
る

よ
う
に
思
う
。
現
存
が
少
な
い
村
野
の
初

期
二
作
品
（
※
７
）
を
有
す
る
金
沢
は
、

今
後
高
く
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま

た
文
化
財
指
定
を
含
め
て
の
保
存
が
望
ま

れ
る
。
村
野
の
建
築
を
読
み
解
く
キ
ー
と

な
る
「
重
層
性
」「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
」
は

近
代
を
振
り
返
る
こ
の
時
代
に
益
々
そ
の

存
在
感
を
深
め
て
い
く
で
あ
ろ
う
「
金
沢
」

に
と
っ
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
の
だ
。

C o v e r
P r e s e n t a t i o n

名
建
築
家
、村
野
藤
吾
の
貴
重
な
初
期
作
品

金
沢
の﹁
都
市
の
重
層
性｣

を
体
現
す
る
一級
建
築

北國銀行
武蔵ヶ辻支店

（金沢市）

昭
和
７
年
（
一
九
三
二
）
に
加
能
合
同
銀
行
本
店

と
し
て
建
て
ら
れ
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
３
階

建
。
昭
和
18
年
〜
33
年
は
北
國
銀
行
本
店
が
置
か
れ

た
。
設
計
は
日
本
を
代
表
す
る
建
築
家
、
日
本
芸
術

院
会
員
、
村
野
藤
吾
（
一
八
九
一
─
一
九
八
四
）。
彼

の
独
立
直
後
の
作
品
で
あ
る
。
外
観
を
特
徴
づ
け
る

印
象
的
な
砲
弾
型
の
ア
ー
チ
は
ド
イ
ツ
表
現
派
の
影

響
を
色
濃
く
残
す
。
こ
れ
に
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
ル
ー
バ
ー
や
バ
ウ
ハ
ウ
ス
風
の
ペ
ン
ト
ハ
ウ

ス
、
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
な
ど
当
時
の
様
々
な
技
法

を
自
由
に
駆
使
し
、
独
自
の
表
現
を
完
成
し
て
い
る
。

近
隣
に
同
年
、
村
野
に
よ
り
完
成
し
た
中
島
商
店
ビ

ル
と
合
わ
せ
て
、
初
期
の
村
野
建
築
の
現
存
地
と
し

て
金
沢
が
今
後
高
く
評
価
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

金
沢
市
で
近
江
町
の
「
再
整
備
」
が

進
ん
で
い
る
。
日
本
芸
術
院
会
員

で
も
あ
っ
た
建
築
家
、
村
野
藤
吾
の
設
計

に
よ
る
こ
の
建
物
は
、
金
沢
駅
か
ら
の
軸

線
を
受
け
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
場
所

に
建
ち
続
け
、再
開
発
ビ
ル
と
一
体
と
な
っ

て
活
用
、
保
存
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
。
一
階
に
お
い
て
銀
行
の
窓
口
業
務
は

続
け
ら
れ
る
が
、
カ
フ
ェ
が
併
設
さ
れ
、

施
設
全
体
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
的
色
彩
が
付

与
さ
れ
る
。
上
階
の
講
堂
で
あ
っ
た
部
分

は
銀
行
全
体
の
歴
史
を
紹
介
す
る
ス
ペ
ー

ス
と
な
る
ら
し
い
。
市
民
に
開
か
れ
、
親

し
ま
れ
る
施
設
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。再

開
発
ビ
ル
全
体
が
、
こ
の
建
物
を
取

り
込
ん
で
計
画
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
さ
れ

る
。
評
価
す
べ
き
こ
と
と
は
、
す
な
わ
ち
、

落
ち
着
い
た
色
調
の
メ
ッ
キ
鋼
鈑
の
外
装

か
ら
な
る
新
た
な
再
開
発
ビ
ル
と
、
こ
の

建
物
が
一
体
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
都

市
の
重
層
性
」
を
指
し
示
す
建
物
に
再
生

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
建
物
は

人
々
に
と
っ
て
、
時
代
の
記
憶
そ
の
も
の

で
あ
り
、
記
憶
と
し
て
の
建
物
が
街
の
あ

ち
こ
ち
に
残
り
、
埋
め
込
ま
れ
、
街
に
連

綿
と
流
れ
る
時
の
流
れ
を
現
在
に
お
い
て

体
感
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
（
※
１
）」

の
で
あ
る
。

こ
の
建
物
を
単
体
と
し
て
眺
め
る
と
き

も
、「
重
層
性
」
を
体
現
し
た
建
物
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
く
。
建
物
の
性
格
は
正
面

立
面
の
三
個
の
シ
ェ
ル
ア
ー
チ
に
特
徴
づ

け
ら
れ
る
ド
イ
ツ
表
現
派
風
だ
が
、
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
パ

ネ
ル
や
バ
ウ
ハ
ウ
ス
風
の
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス

や
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
な
ど
、
モ
ダ
ニ
ズ

ム
前
夜
の
様
々
な
様
式
を
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

し
て
い
る
。
こ
れ
は
村
野
が
若
き
日
に
世

に
問
う
た
論
文
「
様
式
の
上
に
あ
れ
（
※

２
）」
の
表
題
の
と
お
り
（
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
）

表紙プレ
ゼンテー
シ ョ ン

メ
モ 

北
國
銀
行
武
蔵
ヶ
辻
支
店

様
式
を
組
み
合
わ
せ
た
自

由
な
表
現
を
体
現
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
建
築
へ
の
態
度
は
戦
後

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
潮
流
に
も

の
み
込
ま
れ
ず
、
和
風
、

洋
風
を
問
わ
ず
「
村
野
流
」

を
体
現
し
、
晩
年
の
も
は

や
様
式
と
も
呼
べ
な
い
自

由
で
魅
力
的
な
作
風
（
日

本
生
命
日
比
谷
ビ
ル
の
日

生
劇
場
ホ
ー
ル
、
新
高
輪

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
宴
会
場

な
ど
）
に
つ
な
が
っ
て
い

く
。こ

の
よ
う
な
、
様
式
の

コ
ラ
ー
ジ
ュ
は
と
も
す
れ

ば
、
恣
意
的
で
個
人
的
な

マ
ニ
エ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

も
の
に
な
り
や
す
い
（
※

３
）
が
、
村
野
の
作
品
は

そ
う
な
る
こ
と
を
免
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
村
野
の

「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
」
へ
の

確
固
た
る
信
奉
が
あ
っ
た

た
め
で
は
な
い
か
と
思
う
。

─
こ
こ
に
村
野
と
画
家
、

東
山
魁
夷
と
の
対
談
を
引

用
す
る
。

東
山　
（
略
）
先
生
の
作
品
に
一
貫
し
て
流

れ
て
い
る
も
の
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
す

ね
。
人
間
に
た
い
す
る
温
か
さ
、
心
の
か

よ
い
あ
い
・
・
・
。

村
野　
（
略
）
や
は
り
反
近
代
的
と
ま
で
は

い
き
ま
せ
ん
が
、
近
代
に
た
い
す
る
疑
問
、

近
代
の
産
業
に
た
い
す
る
疑
問
み
た
い
な

も
の
が
あ
る
わ
け
で
す
。

 

（
中
略
）

東
山　

先
生
の
建
築
の
場
合
、
外
の
壁
は

大
変
表
情
を
持
っ
て
い
る
も
の
な
ん
で
す

ね
。
広
島
の
平
和
記
念
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
堂

の
壁
も
そ
う
で
す
ね
。

村
野　

い
つ
も
全
部
そ
う
と
は
い
き
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
日
生
の
壁
も
広
島
の
建
築

に
し
て
も
、
私
は
表
面
が
つ
る
つ
る
し
た

壁
は
あ
ま
り
好
き
じ
ゃ
な
い
の
で
す
。
ラ

Photographs by MIZUNO Naoki
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学都vol.25 表紙プレゼンテーション「三田商店」
「日本建築協会雑誌」（大正８年） 村野藤吾著作

集鹿島出版会より
孤高の建築家 白井晟一（1905-1983）が想起され
る。

「自然との調和が大切」（日本経済新聞　昭和
５７年１月１７日　東山魁夷との対談）
村野藤吾著作集　鹿島出版会より

「村野藤吾　建築とインテリア」汐留Panasonic
ミュージアム2008.8.2〜10.26
シンポジウム村野藤吾・人と建築2005、2006、
2007、2008 ４回開催済（2009 ５回目を開催予
定）　http://www.togomurano.com
中島商店ビル（1932）も村野の作品。中島徳太郎
が建設中の加能合同銀行本店を気に入り設計
を依頼した。
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